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大

谷

吾

道

こ
の
度
、
新
史
料
と
し
て
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
祖
、
仏
性
院
日
奥

の
自
筆

文
書

「
一
生
御
立
願
十

三
箇
条

」
(池
田
市
菅
野
憲
道
師
現
蔵
)

が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
解
読
作
業
が
終
了
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

本
書

は
、
文
禄
四
年

(
一
五
九
五
)
に
、
豊
臣
秀
吉
が
発

願

し
た
大

仏
千
僧
供
養

へ
の
出
仕
め
可
否
を
め
ぐ

っ
て
、
京
都
日
蓮
宗
内
に
諺
施

受
不
受

の
問
題
が
惹
起
し
た
の
に
端
を
発
し
、
あ
く
ま
で
不
受
不
施
と

い
う
宗
義
の
遵
守
を
強
く
主
張
し
た
妙
覚
寺
の
仏
性
院
日
奥
が
、
秀
吉

没
後
、
家
康
に
よ

っ
て
対
馬
流
罪
に
処
さ
れ
た
際
、
流
罪
三
年
目
の
慶

長
七
年

(
一
六
〇
二
)
極
月
十
三
日
、
日
奥
三
十
八
歳
の
時
、
対

馬
宮

谷
の
草
庵
、
本
清
浄
心
院
に
お
い
て
、

晶
生
の
誓
願
と
し
て
十
三
箇
条

を
立
て
て
書
き
始
め
、
同
月
晦
日
に

一
応
の
完
成
を
み
、
そ
の
後
も
常

に
追
詑
を
加
え
な
が
ら
、
多
年
に
亙

っ
て
随
身
し
た
書
で
あ
る
。

本
書

に
つ
い
て
の
古
記
録
と
し
て
は
、
日
奥
滅
後
約

一
五
〇
年

の
、

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)
に
、
不
受
不
施
日
題
派

(白
川
派
)
の
日
長
に

よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
年
代
記

「
遺
滴
新
目
録
」
が
、
唯

一
の
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
「
遺
滴
新
目
録
」
は
、
永
禄
八
年

(
一
五
六
五
)
の
日
奥
誕

生
よ
り
、
天
明
元
年

(
一
七
八

一
)
に
い
た
る
間

の
、

日
奥

・
日
題

か

ら
日
長
ま
で
の
白
川
派
歴
代
の
事
歴
を
記
載
し
た
も
の
だ
が
、

こ
の
書

の
、
慶
長
七
年

の
項
最
末
の
、

(
1
)

一
、

一
生
御
立
願
十
三
箇
条

細
目
略
之

一
巻

と
の
記
が
、
年
時
、
同
年
項
目
中
の
最
末
に
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
内

容
の
符
合
等

に
よ

っ
て
、
本
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
「
遺
滴
新
目
録
」
自
体
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
公
刊
さ
れ

た
ば

か

り
の
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
、
長
く
そ
の
存
在
す
ら
知
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
本
書
名
に
つ
い
て
、
日
奥
自
ら
の
立
題
は
な
い
。
願
文
と
い

う
性
格
上
自
ら
の
立
題
を
要
し
な
か

っ
た
と
考
え
る
が
、
明
治
期
に
表

装
を
施
し
た
際
に
奥
書
を
し
た
寿
量
日
香
が
、
本
書
に
貼
付
し
た

「
本

清
浄
心
院
奥
聖
御
霊
書
」
と
の
題
箋
を
書
名
と
す
る
よ
り
も
、
年
代
的

に
古
い

「遺
滴
新
目
録
」
記
載
の

「
一
生
御

立
願
十
三
箇
条
」
を
、
本
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二
四
八

書
名
と
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

本
書

は
裏
打
ち
表
装
さ
れ
た
巻
子
本
で
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
の
表

装
が
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治
十
二
年
に
寿
量
日
香
が
、
表
紙

に
銀
鼠

の
布
表
装
を
し
た
現
状
に
仕
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表
面

は
、
縦
幅
約
三
十
四
糎
、
横
幅
は
三
十

・
五
糎
か
ら
五
十
二
糎

の
用
紙
十
枚
の
続
紙
で
、
総
延
長
は
約
四
米
九
十
糎
に
及
び
、
用
紙
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
と
地
、
縦

(
一
紙
あ
た
り
十
四
行
～
二
十
四
行
)
に
墨
界

を
施
し

て
あ
る
。
表
面
の
構
成
は
、
十
三
箇
条
及
び
法
華
経
の
行
者
の

規
範
を
示
す
経

・
論

・
釈

・
御
書

・
外
典
等
の
要
文
類
と
で
原
初
的
な

形
は
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に
折
に
ふ
れ
て
要
文
類
や
自
身
の
心

情
等

の
追
記
が
な
さ
れ
、
そ
れ
は
袖

・
奥

・
天

・
地

・
行
間
に
、
七
十

余
ヶ
所

(年
時
判
明
は
二
十
八
ケ
所
)
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
背
面
の
裏
打
ち
紙
に
は
、
墨

・
朱
墨
を
も

っ
て
、
大
字
小
字

取
り
混
ぜ
て
、
御
書

・
経
文
な
ど
の
要
文
や
、
他
人
よ
り
の
伝
聞
の
記

載
、
果
て

は
民
間
治
療
に
関
す
る
記
述
ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
亙
る
記

述
が
な
さ
れ
た
大
小
様
々
な
切
紙
が
、
三
十
七
紙

(年
時
判
明
は
二
十
二

紙
)
貼
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
年
時
の
判
る
多
数
の
両
面
の
書
き
入
れ
や
切
紙
か
ら
、
慶
長

七
年
の
十

三
箇
条
の
立
願
以
来
、
日
奥
臨
終
の
十
年

前

の

元
和

六
年

(
一
六
二
〇
)
の
最
後

の
記
入
ま
で
、
日
奥
は
機
会
あ
る
毎
に
本
書
を
繕

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
本
書
は
、
日
奥
が
ま
さ
に
生
涯
に
亙

っ
て
随

身
し
た
、
自
身
に
と

っ
て
重
要
な
書
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
さ
れ
る
。
こ

れ
は
ま
た
、
発
願
の
序
に

「
昼
夜
籠
居
し
て

一
心
清
浄
の
丹
精
を
抽
ん

(
2
)

で
て
」
記
し
た
こ
と
や
、
他
の
折

々
の
追
記

に
、
多
数
の
同
様
の
記
述

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書

一
巻
に
対
す
る
日
奥
の
真
摯
な
態
度
、
真

情
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
中
心
は
、
日
奥
が
自
身
の

一
生
涯
に
亙

っ
て
の
重
誠
と
す
る

た
め
に
、
仏
神
に
対
し
て
立
願
し
た
十
三
箇

の
条
文
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
ま
さ
に
自
身

へ
の
厳
し
い
誠
め
の
条
々
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
奥

の
思
想
を
う
か
が
う
に
足
る
箇
条
も
あ
る
。
例
え
ば
第
十
三
条
に
は

〈十
三
〉
願
く
は
大
聖
御
威
神
力
に
依

っ
て
、

門
徒
和
合
相
調
り
、

本
門
の

(3
)

本
尊
本
門
の
戒
壇
―
国
主
の
帰
依
を
以
て
天
下
に
之
れ
を
建
立
す
べ
き
事
。

と
、
日
奥
に
戒
壇
建
立
の
誓
願
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

次
で
、
日
奥
は
、
十
三
箇
の
条
文
に
続
け
て
、

(
4
)

一
、
法
華
行
者
常
に
心
に
懸
く
べ
き
意
地
の
事
。

同
様
に
、
法
華
経
の
行
者
が
存
す
べ
き
仁
義
、
存
し
定
む
べ
き
修
行
の

法
体
、
存
す
べ
き
位
、
諦
法
の
悪
党
擢
破
、
諺
施
不
受
、
衣
食
資
生
の

不
貧
求
、
台
当
差
別
等
の
項
目
を
設
け
て
、
経

・
御
書

・
外
典
等
の
要

文
を
集
め
て
追
記
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
法
華
経
の
行
者
が

規
範
と
す
べ
き
要
文
類
で
あ
る
が
、
思
う
に
日
奥
は
、
自
ら
が
私
欲
を

離
れ
る
と
共
に
、
法
華
経
の
行
者
の
規
範

に
叶

っ
て
い
る
こ
と
を
、
十

三
箇
条
の
立
願
成
就
の
前
提
条
件
と
し
て
考

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
日
奥
が
本
書
を
生
涯
に
亙

っ
て
随
身
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ

た
が
、

一
方
で
は
、
流
罪
地
対
馬
を
始
め
生
涯
に
亙

っ
て
録
内
録
外
御
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二
四
九

書
を
随
身
し
、
繰
り
返
し
拝
読
し
た
そ
の
折
々
に
読
後
の
所
感
を
書
き

(
5
)

入
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
奥
が
、
両
書
を

と
も
に
生
涯
に
亙

っ
て
随
身
し
た
こ
と
は
、
両
書

の
間
に
、
御
書
に
は

読
後
の
所
感
を
思
い
つ
く
ま
ま
書
き
入
れ
、
本
書

に
は
、
御
書
読
後
に

心
肝
に
染
め
る
べ
き
要
文
を
書
き
写
す
、
と

い
う
よ
う
な
相
互
関
係
が

あ

っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
本
書
冒
頭
に
は
、
梵
音
声
抄

の

「
法
華
経
の
文

(
6
)

字
を
拝
見

せ
さ
せ
給

へ
ば
」
と
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文

に
つ
い
て
、
随
身
御
書
の
書
き
入
れ
に
は
、

此
御
文
体
を
拝
見
し
申
せ
ぽ
、
心
甚
だ
慰
み
喜
ぶ
意
、
実
に
深
し
…
…
こ
の

御
書
を
拝
見
し
申
せ
ば
、
即
ち
高
祖
に
値
ひ
奉
つ
り
直
ち
に
御
教
化
を
聴
聞

申
す
に
異
な
ら
ず
、
又
法
華
経
を
拝
せ
ば
、
直
ち
に
釈
尊
に
値
い
奉
つ
り
御

説
法
を
聴
聞
申
す
に
替
ら
ず
、
こ
れ
一
つ
に
心
を
慰
れ
ば
誠
に
憂
世
の
患
は

(
7
)

み
な
忘
れ
て
甚
深
の
楽
窮
り
な
き
な
り
。

と
あ

っ
て
、
随
身
御
書
の
拝
読
部
分
の
文
に
は
読
後
の
所
感
を
書
き
入

れ
、
本
書

に
は
、
そ
の
拝
読
部
分
の
文
を
書
き
写
す
、
と
い
う
こ
と
が

な
さ
れ
て

い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
開
目
抄
の
引
用
等
に
も
見
ら
れ
、

両
書
の
関
係
は
、
日
奥
随
身
の
録
内
録
外
御
書
の
全
体
を
、
丹
念
に
見

れ
ば
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

尚
、
本
書
中
に
引
用
さ
れ
た
御
書
は
、
総
計
四
十
九
篇
。
内
訳
は
、

真
跡
の
あ
る
も
の

(含
む
曽
存
)
…
十
五
篇

(重
複
御
書
二
篇
)

録
内

(真
跡
以
外
)

八
篇

(同
二
篇
)

録
外

・
口
伝
等

二
十
六
篇

(同
七
篇
)

と
な

っ
て
お
り
、
か
な
り
特
徴
の
あ
る
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。

日
奥
筆
の

コ

生
御
立
願
十
三
箇
条
」
に

つ
い
て
簡
略
に
紹
介
し
た

が
、
他
に
も
本
書
は
、
流
罪
中
に
日
奥
が
居
往
し
た
草
庵
の
庵
号

「
本

清
浄
心
院
」
の
初
出
史
料
で
あ
る
こ
と
や
、
赦
免
後
の
不
受
不
施
義
公

許
と
相
前
後
し
て
日
奥
が

「僧
正
贈
号
」
に

つ
い
て
の
下

・
不
下
の
圃

を
取

っ
た
際
に
使
用
し
た
切
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
歴
史

的
に
も
、
豊
臣
家
と
の
深
い
関
係
が
滅
亡
の
直
前
ま
で
続
い
て
い
た
こ

と
を
示
す
書
き
込
み
や
、
安
土
宗
論
に
お
け
る
信
長
の
発
言
、
今
ま
で

不
明
だ

っ
た
宗
論
出
仕
者
の
日
諦

・
貞
安
の
年
齢
の
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
記
載
が
あ
り
、
本
書
は
、
単
に
不
受
不
施
派
や
日
奥
研
究
の
み
な

ら
ず
、
歴
史
的
な
面
に
お
い
て
も
価
値
を
有
す
る
史
料
で
あ
る
。

1

『不
受

不
施

史
料
』

五
-
四
六
三
頁
下

2

『興
風
叢
書

』
二
-

一

一
三
頁

3

『
興
風
叢

書
』
二
-

一

一
七
頁

4

『
興
風
叢

書
』
二
-

一

一
八
頁

5

『
不
受

不
施

派

の
源
流
と
展
開
』
二
五
六
頁

6

『
興
風
叢
書

』
二
-

一
二

二
頁

7

『
不
受

不
施

派
の
源
流

と
展
開
』

二
六
五
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
奥
、
不
受

不
施

派
、

一
生
御

立
願
十

三
箇
条

(興
風
談
所
研
究
員
)
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